
ヒをピを、小学校や中学校に和歌山のお話に

行をます。先日訪ねた小学校マは、南方熊楠を

矢口っマいる子ピ毛が1ケラス中5人ほど、中学ヰ交

マ・は1年生全員200人中10人ほどマした。和歌山

市生まれの熊楠なのに、ちょっヒ残念。市駅前

の銅像を知っマいる子毛少なく 、白浜の記念館

に仔ったこヒのある子はたったの1人マした。小

学校に勤める弟に聞くヒ、一度や二度話をした

ぐらいマ-は生徒の記憶には残らず、よほど先生

が熱心か家族に興味があるかしないヒ「知ら人

やろな」ヒいうこヒマ・した。

南方酒造「世界一統」の工場は、江戸時代和

歌山マ-初めママ-をた学校跡マ・、 吉宗が作ったヒ

いうこヒや、その近くマ能楠が生まれたヒいう

こヒ毛知Lうれマいませんマ・した。郷土教育ヒ叫

ばれマ随分たちますが、これが現実マす。

そういえば、この子たちは22歳の「わかやま

絵本の会」よ']毛若いのだ! そしマ、この子

たぢのお母さ人やお父さ人は、いや先生たち毛、

郷土のこヒを知るより毛試験勉強に明け暮れマ

いたのだ。六人になっマから毛働をずくめた。

心に遊じゃゆヒ']を持っこヒは、イ可毛カ、毛が

お毛しろし¥! ヒ感じるこヒマ-あ']、そのこヒ

を南方熊楠は今毛わたしたちに先進しつづけマ

くれマいます。
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第17回南方熊楠賞受賞者決まる 1面

第2回特別企画展 ごあんない 2面

南方熊楠の湯安田忠典 4面

「熊楠j生物覚え書④土永知子 9面

熊楠ゆかりの地を訪ねる中瀬喜陽 10面
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